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「自学、信愛、努力を基本とし、人間らしい生き方を求める生徒を育てる」 令和元年10月16日

校長 扇谷 孝代

８月の終わりに、富山県の学力向上推進会議に出席して参りました。そのとき話題になったの

は、「学力をどう捉えるのか」でした。ある出席者からは、「我々は、国数英等のテストの点数を

上げることを目指せばよいのか。それとも、社会に通用する力を育むことを目指せばよいのか。」

という問題提起がありました。私個人の考えでは、「子供たちが将来社会に出たとき、生き抜いて

いくための力」と捉えております。

今の中学生が社会に出て活躍する頃、世の中はどのようになっているでしょうか。これからの

社会に求められる学力とはどのようなものなのでしょうか。

21世紀は、新しい知識・情報・技術が、社会のあらゆる領域で活動の基盤として飛躍的に重要

性を増していく、「知識基盤社会」と言われています。また、これからは、グローバル化、情報化、

情報技術の急速な進展等、より一層複雑で激しく変化する社会になるであろうことが予測されて

います。

急速にグローバル化が進展する社会では、様々な情報を受け止め、主体的に判断しながら、課

題を解決していく力がますます重要となります。文化や考え方の多様性を理解し、多様な人々と

協働することや、世界と日本を相対的に捉えて社会の中で自ら問題を発見し、解決していくこと

等が求められます。

そして、情報技術の飛躍的な進化、人工知能の急速な進化の中では、新たに工夫し、創造し、

考え、学び続けていくことが大切になっていきます。

さらに、「自ら問題を発見し解決していく力」「新たな価値を生み出す豊かな創造性」「地域や

社会における産業の役割を理解し地域創生等に生かす力」「自然環境や資源の有限性等の中で持続

可能な社会をつくる力」「健康・安全・食に関する力」「豊かなスポーツライフを実現する力」等

も重要です。

こうした中、2021年度より、中学校において新学習指導要領が全面実施となります。今回の改

訂には、「これからの社会が、どんなに変化して予測困難になっても、自ら課題を見付け、自ら学

び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。そして、明るい未

来を、共に創っていきたい」という願いが込められています。具体的には、社会に出てからも学

んだことを生かせるよう、「学びに向かう力、人間性等」「知識及び技能」「思考力、判断力、表

現力等」の三つの力をバランスよく育むことを目指しています。

しかしながら、これは別に新しいことではないのです。学校はこれまでも、子供たちの「生き

る力」の育成を目指して教育活動を展開してきました。今回の学習指導要領の改訂は、社会状況

の急激な変化を踏まえ、その方向性を改めて整理し、強く打

ち出しているという性格をもっています。

本校においてはこれまでも、１時間１時間の授業を確実に

行うことや、学校行事、生徒会活動等において、子供たちの

主体性、創造性を大切にする中で、中学校卒業後の生活の基

盤となる「生きる力」を育むよう努めて参りました。この姿

勢は、これからも変わらず貫いていきたいと考えております。
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これからの社会に求められる学力



栄光の記録
○高円宮杯英語弁論大会富山県予選 県代表 江幡風胡 → 東京で行われる中央大会に出場

○高岡地区新人大会
・相撲 個人中量級１位 池永貴博 ・新体操 個人総合１位 中村早希 ２位 滝下聖来
・剣道 女子団体３位 ボール１位 中村早希 ２位 滝下聖来

・ハンドボール 男子３位 クラブ１位 中村早希 ３位 滝下聖来
女子３位

○氷見市児童生徒科学作品展覧会 銀賞：大石実桜 矢田部芽衣

銅賞：中村早希 村上愛 大橋楓子 小森優羽
○青少年育成氷見市民会議非行防止標語 中学生の部 最優秀賞 前優花
○Ｕ-15全国選抜ジュニアテニス選手権大会（中牟田杯）北信越予選 １位 瀬戸祐希奈

富山県中学校駅伝競走大会
10月５日（土）富山県総合運動公園で、富山県中学校駅伝競

走大会が行われました。暑い夏の間も練習を重ねてきた選手た
ちは、ここ一番で持てる力をしっかりと発揮していました。ま
た、応援の生徒も声の限り応援していました。出場した選手だ

けでなく、応援の生徒、保護者、教職員、全員で南部中学校の
たすきをつなぎ、心が熱くなる時間を過ごすことができました。

学校からのお知らせとお願い
○教員の内地留学にかかる代員について

９月25日～12月24日の３か月間、富山大学において内地留学を行う松本富昭教諭の代員とし
て、大野恭市先生が着任されました。先生は、30年ほど前まで氷見市の中学校に理科の教員と
して勤務しておられました。主に１、２年生とあおぞら学級の理科を担当され、学年所属は１

学年となります。

○学校祭について

テーマ：

10月20日（月）に学校祭を開催します。午前中には、ステージ発表として英語弁論やコーラ

スフェスティバル、吹奏楽演奏を行います。また、美術科や技術科の作品、修学旅行中につく
った作品等、日頃の学習の成果を展示します。さらに、育友会の方々による学校祭バザーがあ
ります。ぜひご来校いただきますようお願い申し上げます。

○学校への連絡・問い合わせについてのお願い
皆様もご承知のとおり、昨年８月に氷見市教育委員会から「家庭・

地域の皆様へ『学校における働き方改革を進めます』」のパンフレッ
トが出されました。現在、市内の全小中学校がその内容に沿って取組
を進めています。

特に教職員の長時間労働については社会的にも大きな問題として取
り上げられており、本校においても昨年度から、「最終退校の目標と
する時刻を午後８時とする」「毎週水曜日は授業を５時限とし、ノー

部活動とする」などとし、その縮減に向けて取り組んでいるところで
す。
地域・保護者の皆様方におかれましては、「学校における働き方改

革」の趣旨をご理解の上、学校への連絡・問い合わせの時間帯につい
て、原則として平日午後６時までとすること等にご協力をお願いしたいと思います。部活動へ
の欠席連絡等につきましては、活動開始時刻までに学校か顧問にお願いします。

なお、学校閉庁時や休日、午後６時以降の時間帯において、生徒の事故や病気、災害等、緊

急に連絡する必要が生じた場合は、緊急用連絡電話 ０９０－１３１５－０８９１ にご

連絡ください。
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